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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第94期

第３四半期
連結累計期間

第95期
第３四半期
連結累計期間

第94期

会計期間
自2022年４月１日
至2022年12月31日

自2023年４月１日
至2023年12月31日

自2022年４月１日
至2023年３月31日

売上高 （千円） 54,507,189 56,964,193 70,452,491

経常利益又は経常損失(△) （千円） △109,137 2,653,488 △791,673

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会

社株主に帰属する四半期(当期)純損失(△)
（千円） △121,286 2,033,524 △1,320,064

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 402,757 3,916,108 △460,963

純資産額 （千円） 34,862,868 37,444,727 33,999,147

総資産額 （千円） 62,764,463 65,555,403 60,656,201

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半

期(当期)純損失(△)
（円） △12.89 216.09 △140.27

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 55.5 57.1 56.1

 

回次
第94期

第３四半期
連結会計期間

第95期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自2022年10月１日
至2022年12月31日

自2023年10月１日
至2023年12月31日

１株当たり四半期純利益

又は１株当たり四半期純損失(△)
（円） △21.90 78.10

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ません。

　　　　２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、第95期第３四半期連結累計期間は、潜在株式

　　　　　　が存在しないため記載していません。第94期第３四半期連結累計期間および第94期は、１株当たり四半期

　　　　　　（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載していません。

 

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

2023年３月期の有価証券報告書（2023年６月29日提出）に記載の内容から重要な変更がないため、記載を省略して

います。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

①経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済には、新型コロナウイルス感染症の第５類移行による人流の増加

やインバウンド需要の増加等により緩やかな回復の動きが見られました。しかし、様々な社会情勢による原材料や

エネルギー価格の上昇、為替相場の変動等により、先行き不透明な状態が続きました。

食品業界においては、昨年度から続く製品の価格改定等により物価が上昇し、お客様の生活防衛意識が高まりま

した。また高付加価値商品と値ごろ感のある商品への二極化が顕著となる等、厳しい経営環境が続きました。

このような中、当社グループは、中期経営計画の優先課題である信頼感・安心感のある「はごろも」ブランドの

確立に取り組み、お客様のニーズに応える健康志向や簡便性、利便性といった機能性を追求した製品の販売に注力

しました。あわせて、販売促進活動の一つである「シーチキン食堂」のテレビコマーシャルと連携した「朝たん

（＝朝にたんぱく質を摂る）」等のメニュー提案により、さらなる製品の需要喚起とブランド価値の訴求に努めま

した。一方でまぐろ・かつお等の主原料や食用油等の副材料、空缶等の容器包装資材やエネルギー価格等が上昇し

たことにより、多くの製品において価格改定を実施しました。

この結果、家庭用製品の販売は、価格改定による買い控え等の影響はありましたが、新価格の定着と健康志向や

機能性を追求した製品や明確な製品コンセプトを打ち出した製品がお客様に支持されたこと等により増加しまし

た。業務用製品の販売は、価格改定および各種給食向けが伸長したこと等により増加したため、当連結会計年度の

売上高は569億64百万円（前年同期比4.5％増）となりました。

利益面では、売上総利益の増加と物流費等の減少等により、営業利益は22億３百万円（前年同期は３億74百万円

の営業損失）、持分法による投資利益が増加したこと等により、経常利益は26億53百万円（前年同期は１億９百万

円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は20億33百万円（前年同期は１億21百万円の親会社株主に帰

属する四半期純損失）となりました。

また、当社グループは、食品事業およびこの付帯事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の開示は

行っていませんが、製品群別の販売動向は以下のとおりです。

 

表：製品群別売上高（連結）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円、％）

製品群
前年同期 当第３四半期 増減

金額 構成比 金額 構成比 金額 率

製

品

家

庭

用

食

品

 ツナ等 24,975,936 45.8 25,990,603 45.6 1,014,666 4.1

 デザート 4,577,472 8.4 4,283,256 7.5 △294,215 △6.4

 パスタ＆ソース 4,581,345 8.4 4,789,275 8.4 207,930 4.5

 総菜 5,009,793 9.2 5,425,676 9.5 415,883 8.3

 削りぶし・のり・ふりかけ類 2,494,960 4.6 2,652,380 4.7 157,419 6.3

 ギフト・その他食品 2,177,173 4.0 2,368,030 4.2 190,856 8.8

計 43,816,683 80.4 45,509,224 79.9 1,692,540 3.9

 業務用食品 8,987,113 16.5 9,669,214 16.9 682,100 7.6

 ペットフード・バイオ他 1,422,830 2.6 1,527,290 2.7 104,459 7.3

計 54,226,627 99.5 56,705,728 99.5 2,479,100 4.6

 その他 280,561 0.5 258,465 0.5 △22,096 △7.9

合 計 54,507,189 100.0 56,964,193 100.0 2,457,004 4.5

 

「ツナ等」では、主力の油漬缶詰「シーチキンマイルド」と、高たんぱく・低脂質・低糖質という健康面を訴求

した「オイル不使用シーチキン」シリーズが堅調で、さらに開けやすく後片付けが簡単なパウチタイプの「シーチ

キンSmile」シリーズが引き続き好調で、売上高は前年同期比4.1％増加しました。

「デザート」では、ぜんざい・ゆであずき類が好調でしたが、主力の「朝からフルーツ」シリーズが低調で、売

上高は同6.4％減少しました。
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「パスタ＆ソース」では、主力の結束タイプのスパゲッティ「ポポロスパ７分」・「ポポロスパ５分」や「サラ

スパ」が堅調で、さらにマカロニ各種が好調でした。ソースはミートソース缶詰が堅調で、さらに電子レンジ対応

パウチを使用した「ミートソース」と、和の素材を使った和えるパスタソース「和える七香」シリーズが好調で、

売上高は同4.5％増加しました。

「総菜」では、主力のスイートコーン缶詰「シャキッとコーン」シリーズとパウチタイプの「ホームクッキン

グ」シリーズが好調で、売上高は同8.3％増加しました。

「削りぶし・のり・ふりかけ類」では、「かつおパック」等の削りぶし類は低調でしたが、きざみのりや「のり

弁慶」や「天下無添ふりかけ」シリーズのふりかけ類が好調で、売上高は同6.3％増加しました。

「ギフト・その他食品」では、贈答品市場の回復と地方自治体の経済支援政策との取り組みによりギフトが伸長

し、さらに電子レンジで簡単に調理可能な包装米飯「パパッとライス」が引き続き好調で、売上高は同8.8％増加

しました。

「業務用食品」では、各種給食や業務用スーパー向けの販売が伸長していること等により、売上高は同7.6％増

加しました。

「ペットフード・バイオ他」では、新製品を各々投入し品揃えをさらに拡充したペットフード「無一物」シリー

ズが堅調で、売上高は同7.3％増加しました。

 

　②財政状態の状況

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末より48億99百万円増加して、655億55百万円とな

りました。これは主に、流動資産のその他が14億19百万円、商品及び製品が12億43百万円減少したものの、受取手

形、売掛金及び契約資産が53億52百万円、投資有価証券が27億98百万円増加したことによるものです。

　負債合計は、前連結会計年度末より14億53百万円増加して、281億10百万円となりました。これは主に、未払金

が26億84百万円、支払手形及び買掛金が９億22百万円減少したものの、流動負債のその他が30億31百万円、未払法

人税等が８億52百万円、固定負債のその他が６億73百万円、長期借入金が６億42百万円それぞれ増加したことによ

るものです。

　純資産合計は、前連結会計年度末より34億45百万円増加して、374億44百万円となりました。これは主に、その

他有価証券評価差額金が17億９百万円、利益剰余金が15億62百万円増加したことによるものです。

　この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の56.1％から57.1％となりました。

 

(2) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上および財務上の課題について重

要な変更はありません。

(3) 研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、235,069千円です。なお、当第３四

半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(4) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の、重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載についての重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 41,300,000

計 41,300,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,325,365 10,325,365
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 10,325,365 10,325,365 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

       該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

       該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2023年10月１日～

2023年12月31日
－ 10,325,365 － 1,441,669 － －

 

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年９月30日）にもとづく株主名簿による記載をしていま

す。

 

①【発行済株式】

    2023年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 914,800

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,390,800 93,908 －

単元未満株式 普通株式 19,765 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  10,325,365 － －

総株主の議決権  － 93,908 －

　（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式４株が含まれています。

 

②【自己株式等】

    2023年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

はごろもフーズ株式会社

静岡市清水区

島崎町151
914,800 － 914,800 8.86

計 － 914,800 － 914,800 8.86

　（注）　第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は914,804株です。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）にもとづいて作成しています。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定にもとづき、第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から

2023年12月31日まで）および第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、ふじみ監査法人による四半期レビューを受けています。なお、従来から当社が監査証明を受けて

いる双研日栄監査法人は、2023年10月２日に青南監査法人および名古屋監査法人と合併し、ふじみ監査法人に名称を

変更しています。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 463,873 883,923

受取手形、売掛金及び契約資産 15,775,013 21,127,769

商品及び製品 11,465,945 10,222,168

仕掛品 46,935 50,312

原材料及び貯蔵品 3,248,526 3,128,875

その他 3,237,702 1,817,776

流動資産合計 34,237,996 37,230,824

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,447,187 7,129,981

土地 3,273,560 3,169,725

その他（純額） 4,026,383 3,619,758

有形固定資産合計 14,747,130 13,919,465

無形固定資産 404,217 366,236

投資その他の資産   

投資有価証券 9,800,883 12,599,747

退職給付に係る資産 974,711 946,501

その他 494,693 495,698

貸倒引当金 △3,432 △3,070

投資その他の資産合計 11,266,856 14,038,877

固定資産合計 26,418,204 28,324,578

資産合計 60,656,201 65,555,403

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,455,314 13,532,738

１年内返済予定の長期借入金 482,688 524,522

未払金 5,404,847 2,719,910

未払法人税等 13,885 866,545

賞与引当金 362,150 178,578

その他 805,344 3,836,597

流動負債合計 21,524,229 21,658,891

固定負債   

長期借入金 2,716,165 3,358,815

役員退職慰労引当金 776,529 779,969

退職給付に係る負債 11,480 10,909

その他 1,628,648 2,302,090

固定負債合計 5,132,824 6,451,783

負債合計 26,657,053 28,110,675
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,441,669 1,441,669

資本剰余金 942,527 942,527

利益剰余金 28,839,831 30,402,827

自己株式 △2,163,292 △2,163,292

株主資本合計 29,060,736 30,623,732

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,274,072 5,983,874

繰延ヘッジ損益 △4,378 △55,507

為替換算調整勘定 205,415 454,944

退職給付に係る調整累計額 463,301 437,683

その他の包括利益累計額合計 4,938,411 6,820,995

純資産合計 33,999,147 37,444,727

負債純資産合計 60,656,201 65,555,403
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

売上高 54,507,189 56,964,193

売上原価 45,161,521 45,325,936

売上総利益 9,345,667 11,638,257

販売費及び一般管理費 9,719,736 9,434,794

営業利益又は営業損失（△） △374,069 2,203,462

営業外収益   

受取利息 15 11

受取配当金 222,276 269,460

持分法による投資利益 － 137,347

仕入割引 30,393 27,846

賃貸料収入 49,919 48,259

その他 38,121 30,229

営業外収益合計 340,726 513,156

営業外費用   

支払利息 9,738 12,184

賃貸収入原価 20,595 21,177

持分法による投資損失 10,758 －

その他 34,701 29,768

営業外費用合計 75,794 63,130

経常利益又は経常損失（△） △109,137 2,653,488

特別利益   

固定資産売却益 3,419 11,310

投資有価証券売却益 － 18,581

補助金収入 － 180,000

建物解体費用戻入益 － 52,600

特別利益合計 3,419 262,491

特別損失   

貸倒引当金繰入額 363 －

固定資産除却損 3,747 3,175

固定資産売却損 16,074 852

品質関連損失 － ※ 21,082

特別損失合計 20,185 25,110

税金等調整前四半期純利益

又は税金等調整前四半期純損失（△）
△125,902 2,890,869

法人税等 △4,616 857,344

四半期純利益又は四半期純損失（△） △121,286 2,033,524

親会社株主に帰属する四半期純利益

又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
△121,286 2,033,524
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △121,286 2,033,524

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 401,275 1,709,801

繰延ヘッジ損益 △315,039 △51,128

退職給付に係る調整額 △1,532 △36,386

持分法適用会社に対する持分相当額 439,341 260,297

その他の包括利益合計 524,044 1,882,583

四半期包括利益 402,757 3,916,108

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 402,757 3,916,108

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益または税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しています。ただし、見積

実効税率を使用できない場合には、法定実効税率を使用しています。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　品質関連損失

当第３四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年12月31日）

　当社グループは、賞味期限および製造所固有記号の印字がない製品の自主回収にともなう製品の処分等に係る

損失、ならびに、原材料の品質不良にともない販売できなくなった製品の廃棄等に係る損失を品質関連損失とし

て計上しています。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりです。

 

 

前第３四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自　2023年４月１日

　至　2023年12月31日）

　減価償却費 　      1,280,928千円 　      1,075,383千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

(1) 2022年５月13日開催の取締役会において、次のとおり決議しています。

・普通株式の配当に関する事項

（イ）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　235,265千円

（ロ）１株当たり配当額　　　　　　　　　　　　　 25円00銭

（ハ）基準日　　　　　　　　　　　　　　　 2022年３月31日

（ニ）効力発生日　　　　　　　　　　　　　 2022年６月30日

（ホ）配当の原資　　　　　　　　　　　　　　　 利益剰余金

 

(2) 2022年11月７日開催の取締役会において、次のとおり決議しています。

・普通株式の配当に関する事項

（イ）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　235,265千円

（ロ）１株当たり配当額　　　　　　　　　　　　　 25円00銭

（ハ）基準日　　　　　　　　　　　　　　　 2022年９月30日

（ニ）効力発生日　　　　　　　　　　　　　 2022年12月５日

（ホ）配当の原資　　　　　　　　　　　　　　　 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

(1) 2023年５月12日開催の取締役会において、次のとおり決議しています。

・普通株式の配当に関する事項

（イ）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　235,264千円

（ロ）１株当たり配当額　　　　　　　　　　　　　 25円00銭

（ハ）基準日　　　　　　　　　　　　　　　 2023年３月31日

（ニ）効力発生日　　　　　　　　　　　　　 2023年６月14日

（ホ）配当の原資　　　　　　　　　　　　　　　 利益剰余金

 

(2) 2023年11月14日開催の取締役会において、次のとおり決議しています。

・普通株式の配当に関する事項

（イ）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　235,264千円

（ロ）１株当たり配当額　　　　　　　　　　　　　 25円00銭

（ハ）基準日　　　　　　　　　　　　　　　 2023年９月30日

（ニ）効力発生日　　　　　　　　　　　　　 2023年12月５日

（ホ）配当の原資　　　　　　　　　　　　　　　 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、食品事業およびこの付帯事業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。
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（収益認識関係）

　（顧客との契約から生じる収益の分解情報）

　　当社グループは、食品事業およびこの付帯事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益の分解

　情報に重要性はないため、記載を省略しています。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失および算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

１株当たり四半期純利益

又は１株当たり四半期純損失（△）
△12円89銭 216円09銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）（千円）
△121,286 2,033,524

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）（千円）
△121,286 2,033,524

普通株式の期中平均株式数（株） 9,410,606 9,410,561

(注)　前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載していません。当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していません。

 

２【その他】

2023年11月14日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議しています。

（イ）中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　　　 235,264千円

（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日および支払開始日　　　　　　2023年12月５日

(注)　2023年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いをしています。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年２月９日

はごろもフーズ株式会社

取締役会　御中

 

ふじみ監査法人

 東京事務所

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 吉澤　秀雄

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 箕輪　光紘

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているはごろもフーズ

株式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から2023

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、はごろもフーズ株式会社及び連結子会社の2023年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

        以　　上

 

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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